
先日卒業２０周年ということで中

学・高校の同窓会（中高一貫校で

す）があり出席してきました．有志の企画により，懇親会

だけでなく，昼の部として在校生（主に中学生）とのふれ

あい企画が催されました．会の趣旨は，各界で活躍してい

る卒業生の仕事を紹介することによって，進路選択の参考

になればということです．私もスピーカとして（活躍して

いるかはともかく）研究者という仕事を紹介させていただ

きました．研究者としての不安定な生活などネガティブな

部分も交えつつ，プラズマの研究を少し紹介しましたの

で，将来この分野に進んでくれる方がいるかもしれません．

もうひとつの昼の部企画「模擬授業」では，私たち卒業

生が国語の先生のありがたい授業を聞かせて頂く番です．

先生曰く「近年生徒の読書量が減っている（気がする）」と

のこと．本当かどうかはよくわかりませんが，よくある話

です．多くの卒業生がここ最近仕事以外に本は読まないと

のことでしたが，私はといえば，折しも『戦争と平和』（ト

ルストイ）を読了せんとするところでして，仕事の行き帰

りの間は本を読んでいることが多いです．

私にとっての読書とは，日々職場と自宅を往復する生活

にあって，多少なりとも文化的な活動ということになりま

す．ドストエフスキーやバルザックなど，１９世紀頃のヨー

ロッパ（ロシア含む）文学作品をよく読みます．古い文学

作品というと，難しい・硬いなどと感じる向きもあるかも

しれませんが，私も難しいことがわかっているわけではな

くて，単純に娯楽的読み物として楽しんでいます．時を越

えて名作に数えられる作品には，やはりそれだけの価値が

あると感じられます．分野外のことに手を出す際には，権

威主義的な嫌いはあるものの，いわゆる「古典」を選択す

るのが，間違いがなくてよい．

ここ数年来『失われた時を求めて』（プルースト）が気に

なっているのですが，その分量に気後れしているところ．

どんなに名作といってもなんとなく好みはあるもので，今

まで読んだことのない作家の作品には二の足を踏んでしま

います．どうも最近全一冊というダイジェスト版が出版さ

れたようですが，さすがに邪道かなぁという気がします．

そもそも外国文学を日本語訳で読むのも邪道かもしれませ

んが． （沼田龍介）
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